１　「親育ち」学習プログラムの概要
　　妊娠期の夫婦から，乳幼児期，さらに学童期，思春期の保護者までを対象とした「親育ち」学習プログラム。少人数のグループに分かれた参加者が，お互いの思いや考え，悩みを話し合い，子育て不安・孤立感の解消を目指す。プログラムは全１４テーマ（平成２１年６月現在）を予定しており，年代を問わずあらゆる世代で実施できる４テーマと，子どもの成長に合わせて実施する１０テーマから構成している。
	
	妊娠期　　　　　　
	０歳児　　　　　　　
	１～２歳児　　　　
	３～５歳児　　　　
	小学校就学前　　　
	同（低学年）　　　
	同（中・高学年）　　
	中学生　　　　　　

	（全）いつくしむ
	
	
	
	
	
	
	
	

	（全）受けとめる
	
	
	
	
	
	
	
	

	（全）認める
	
	
	
	
	
	
	
	

	（全）つながる
	
	
	
	
	
	
	
	

	（乳）赤ちゃんのいる生活イメージ
	
	
	
	
	
	
	
	

	（乳）離乳食
	
	
	
	
	
	
	
	

	（乳）親子で遊ぶ
	
	
	
	
	
	
	
	

	（乳）自我の芽生えと生活習慣
	
	
	
	
	
	
	
	

	（乳）他児とのトラブルとしつけ
	
	
	
	
	
	
	
	

	（学）歩む
	
	
	
	
	
	
	
	


	（学）身につける
	
	
	
	
	
	
	
	

	（学）つちかう
	
	
	
	
	
	
	
	

	（学）ふれあう
	
	
	
	
	
	
	
	

	（学）はばたく
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　※（全：全世代対象プログラム）は学童期思春期部会で検討，（乳）は妊娠期乳幼児期部会で検討，（学）は学童期思春期部会で検討。
２　各テーマの名称とねらい等
	テーマ
	ねらい
	対象
	時間
	形式

	いつくしむ
	親も子どもも，一人一人が「かけがえのない存在」であることを再認識し，それを子どもに伝えていくことの大切さを感じてもらう
	全世代の保護者
	約９０分
	ワーク

	受けとめる
	日頃の子どもとの会話等，何気ないやり取りを通して，子どもの気持ちや思いを受けとめるために必要な，親としての心構えを考える
	全世代の保護者
	約９０分
	ワーク

	認める
	子どもの個性や長所・短所などを含めて，一人一人のあり様を認め，自尊感情を育むことの大切さについて考える
	全世代の保護者
	約９０分
	ワーク

	つながる
	子育てには，家庭だけでなく，地域の人々との関わりが生きてくることを知る。子育てサークルやＰＴＡ活動はもとより，地域の各種団体や委員の活動・支援が有効であることを考え，親の地域活動への参画を促す
	全世代の保護者
	約９０分
	ワーク

	赤ちゃんのいる生活イメージ
	出産前の方を対象に，出産を安心して迎えるための情報や知識を知り，意見交流や仲間づくりのできる場をつくる
	妊娠期の夫婦
	約６０分
	ワーク

	離乳食
	生後５～６ヶ月の乳児の保護者を対象に，食の第一歩である離乳食について学習し，食生活が子どもの発達にとって大切であることを学ぶ
	０歳児の保護者
	約６０分
	講義・

ワーク

	親子で遊ぼう
	乳幼児の保護者を対象に，遊びの中で子どもと触れ合うことが，豊かな情緒を育て成長発達に大切であることを学ぶ
	０～２歳児の保護者
	約６０分
	講義・

ワーク

	自我のめばえと生活習慣
	子どもの思いに寄り添い，自主性を伸ばすために，親がどのように支援するのかについて考え，子どもの心身の健全な発達に向けて，家族が生活習慣を確立していくことの大切さを学ぶ
	１～２歳児の保護者
	約４５分
	ワーク

	他人とのトラブルとしつけ
	子どもの遊びや友達との関係について話し合うことを通して，子どもの発達についての理解と子どもの気持ちに向き合った関わり方を学ぶ
	３～５歳児の保護者
	約５０分
	ワーク

	歩む
	学校生活に不安を抱える子どもに対する親の関わり方や，新たな生活を迎える子どもへの不安・心配を抱える親自身が，その思いを共有できる親同士の関係づくりを進め，子どもの成長を見つめるきっかけとする
	小学校入学前の

保護者
	約９０分
	ワーク

	身につける
	子どもの健やかな学びと育ちに欠かすことのできない「家庭での望ましい生活習慣」の確立に向けて，家庭学習の定着等も含めて，親として果たすべき役割について考え，実践化を進めるきっかけとする
	小学校（低～中）の保護者
	約９０分
	ワーク

	つちかう
	核家族化やＩＴ化等により，人間関係づくりの力が弱まっている中で，親にとっても見えにくい，思春期を迎える子どもの人間関係を見守り，支援することのできる関わり方について学ぶ
	小学校（中～高）・中学生の保護者
	約９０分
	ワーク

	ふれあう
	思春期を迎えた子どもの変化に戸惑いを覚える親同士が，子どもの自立を適切に支援できる関わり方や，多感な時期の子どもとのよりよいコミュニケーションの取り方等を考え，親として注意を払うことなどを学ぶ
	小学校（中～高）・中学生の保護者
	約９０分
	ワーク

	はばたく
	子どもが目標を持って生きていけるように，親が子どもの「将来の夢」や「なりたいおとな像」の実現を応援し，子どもと共に成長できるような，日々の言葉がけや関わり方について学ぶ
	小学校（中～高）・中学生の保護者
	約９０分
	ワーク


３　実施場所

（１）全世代対象
　　　以下の（２）（３）のいずれの場所・場面の活用を検討

（２）妊娠期乳幼児期対象
①妊娠期：保健所での両親教室，保育所などでのプレママ・パパ教室等の活用を検討
②乳幼児期：すくすく育児サポート事業，乳幼児栄養教室，児童館での幼児クラブ・母親クラブ，子育てサロン，つどいの広場，園庭開放・子育て相談・子育て講座，幼稚園・保育所等の保護者懇談会等の活用を検討

　（３）学童期思春期対象
　　　①就学前：小学校での就学前子育て講座，保護者懇談会（幼稚園・保育所等の卒業年次）等の活用を検討

　　　②学童期以降：小・中学校での家庭教育学級・子育て語り合いサロン・保護者懇談会，中学校での思春期子育て講座，ＰＴＡ主催の各種研修会等の活用を検討
４　試行実施について

（１）全世代対象
妊娠期乳幼児期部会及び学童期思春期部会並びに全体統括部会に参加いただいている団体・施設等の中から，協力いただける団体等に試行的に実施いただく。この他，小・中学校やＰＴＡにも試行実施への協力を呼び掛ける。支援者については，事務局である生涯学習部の首席社会教育主事等が行い，日時・内容等について協力団体（学校）と調整する。
（２）妊娠期乳幼児期対象
妊娠期乳幼児期部会及び全体統括部会に参画いただいている団体・施設等の中から，協力いただける団体等に試行的に実施いただく。支援者については，団体の中から適任者を決めていただき，事務局であるこどもみらい館と調整する。

（３）学童期思春期対象
学童期思春期部会及び全体統括部会に参画いただいている団体等の中から，協力いただける団体等に試行的に実施いただく。この他，小・中学校やＰＴＡにも試行実施への協力を呼び掛ける。支援者については，事務局である生涯学習部の首席社会教育主事等が行い，日時・内容等について協力団体（学校）と調整する。
５　「親育ち」学習プログラムの進行例（全世代・学童期思春期対象プログラム）
（1） 概要

1 所要時間：６０～９０分程度

2 形　　式：ワークショップ（参加者主体の話し合い）

3 参加人数：１０～２０名程度（参加人数が多い場合は，支援者を増員して対応）
（2） 内容

1 支援者からの挨拶及び自己紹介

2 学習プログラムの趣旨説明

3 アイスブレーキング（参加者の緊張を解きほぐす，和やかな雰囲気作りと参加者の自己紹介）
4 ワークショップ形式で，日々の子育ての中で感じていること（嬉しかったこと，不安に思ったこと等のエピソード）を話し合う

または，ロールプレイング形式で子どもの気持ちになって考えてみる

5 活動を振り返り，グループで話し合ったことを発表する
6 発表を踏まえて，支援者が関連資料の紹介や「ねらい」に沿ったまとめを行う
7 関連資料等を参加者に配布し，帰宅後にも振り返れるようにする
（イメージ）

	活動
	時間
	留意点など

	○挨拶

○参加者の自己紹介
	５分
	○和やかな明るい雰囲気になるように心掛ける。
○ねらい・内容・活動の流れなどについて，ポイントを絞って説明する。

	○アイスブレイク
	１０分
	○参加者の心をほぐす活動を行なう（メンバーや状況により，アイスブレイクの内容を調整）。
○和やかな明るい雰囲気の中，自己紹介を行なう（状況により省略可）。

	○ワークシートに基づいた，グループでの話合い
	３５分
	○言いたくないことを無理に強要しない。
○発言の平等・人の発言の肯定・秘密の保守に留意。
○各プログラムの狙いに気付いてもらえるように，進行する。

○シートには、出来る限り具体的に記入していただく。

	○絵本，エピソード等の読み上げ後，話合い
	２５分
	○絵本，エピソード等の読み上げ後，参加者から感想を聞く（それぞれの役割を演じる）。

	○発表，振り返り
○まとめ
	１５分
	○参加者の発言を出来る限り引用する。
○学びを広げ，発展させるために，他のグループの発表を聞いたり，資料も使って理解を促す。


　　　　　※妊娠期乳幼児期対象プログラムについても，導入部，グループワーク等は同じ。但し，プログラムにより，講演や実習等を行なうものもある。

子どもの気持ちの受け止め





個々人のあり様を認め，自尊感情を醸成





「かけがえのない存在」であることの再認識





地域の支えの確認，地域活動への参画促進





子どもの進路や将来の夢を応援





学校生活への対応・不安解消





基本的生活リズムの確立





子どもの人間関係づくりを支える親の役割





思春期の子どもとのコミュニケーション





子どもを共に育む『親支援』プログラム　「『親育ち』学習プログラム」






































離乳食の学習・食生活の大切さの認識





遊びの中での子どもとの触れ合い・情緒育成





子どもの自主性をのばすための親の支援（生活習慣の確立）





子どもの発達への理解と子どもへの向き合い方





出産を安心して迎えるための情報提供











